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【第 2報】電子処方箋導入準備に伴う院外処方箋の表記変更等(予定)について 

 

 平素は阪南市民病院の運営にご理解、ご協力頂き、ありがとうございます。 

この度、2024年度診療報酬改定に伴う変更（院外処方箋の表記変更等）を 10月より開始する予定です。つきま

しては下記の変更点に関して、ご理解及び関係各所への周知をお願いいたします。（HPにも掲載予定） 

  

【変更点①】10月 8日から開始予定 

処方箋表記の変更について（電子処方箋発行準備に伴う変更） 

１）製剤量から成分量への変更 

（例）ワイドシリン細粒 ２０％（200mg/ｇ）【成分量】 

 現行は 1日量の成分量 200mgの場合、製剤量 1ｇと表記されますが、変更後は【成分量】での表記となります

ので、調剤時に注意をお願いします。 

 （現行例） ワイドシリン細粒２０％ 1ｇ 分３毎食後 

                 ↓ 

 （変更後の記載）ワイドシリン細粒 ２０％（200mg/ｇ）【成分量】 200mg分３毎食後 

２）一般名処方の導入 

 医師が一般名入力時の表記例は下記のようになります。 

 【般】ロスバスタチン口腔内崩壊錠２．５ｍｇ 1錠 分 1夕食後 

※関係詳細文書：厚生労働省の HP 

処方箋に記載する一般名処方の標準的な記載（一般名処方マスタ）について（令和 6年 6月 14日適用）に準

する https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/shohosen_240401.html 

  

【変更点②】10月１日から 7日までの期間 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養への対応について 

・対象薬剤の名称表記 

 後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の処方時の表記例は下記のようになります。 

 ヒルドイドソフト軟膏０．３％（選） 25ｇ 1日 1回 手 

なお、薬剤確保が困難等で、他剤へ変更の場合は疑義照会をお願いいたします。 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の処方箋の薬剤名の後に（選）、患者希望に「レ」、患者が保険調

剤薬局にて後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の希望（25％の自己負担許容）があれば先発医薬品

（長期収載品）での調剤でお願いします。患者が 25％の自己負担を許容しない場合は疑義照会をお願いしま

す。患者希望に「レ」の記載があるが、患者希望がない場合は後発医薬品で調剤をお願いします。 

なお、10月 8日以降は後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の処方箋の薬剤名の後の（選）の印字はな

くなります。（処方箋に後発品への変更不可・理由が表記されます。処方箋表記見本参照） 

※関係詳細文書：厚生労働省の HP 後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の選定療養について

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39830.html 

ご不明な点がありましたら阪南市民病院 薬剤部まで問い合わせください。 以上 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/shohosen_240401.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39830.html


10月 1日から 7 日までの処方箋表記見本 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）の処方時の表記例 

 

（選）の表記が薬品名にあり、患者希望に「レ」がある場合で、患者希望による 25％の負担を許容する場合は 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）での調剤をお願いします。 

なお、患者希望に「レ」がある場合で、後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）を希望しない場合は後発

医薬品で調剤をお願いします。 

 



10月 8日以降の処方箋表記見本 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）を含む処方時の表記例 

 

なお、処方箋の保険医療機関の所在地及び名称、電話番号欄は会計時に押印する運用となります。 

 

 

 

 

 



一般名処方薬が含まれる場合 

 

一般名処方の場合は薬品名に【般】表記 

 


